
組織名

１　組織概要

所在地

TEL

FAX

URL

e-mail

設立

設置都市等

代表者

２　組織動向

（１）沿革

設置経緯

見直しの動向

役割（2017年時点）

（２）　組織体制

常勤職員数 3 人

うち常勤研究員数 2 人
非常勤研究員数 0 人

庶務体制

市民参加、外部連携

４　大学の附置機関

市民研究員制度を行っている（～H28）。
市内大学とGISの活用連携として、市職員向けの操作講習会を行う。

３　大学・非営利活動法人等と連携した研究の実施　　
４　設置市の企画部署と連携した研究の実施　　　　　
５　設置市の関係部署と連携した研究の実施　　　　　

６  その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　） 
５　広域連合

２　常設の任意団体（提言等を行う会議体型の団体も含む）
１　自治体の内部組織

７　特に行っていない　
６  その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　） 

2003年4月1日

設置形態（択一）

〒252-5277
神奈川県相模原市中央区中央2-11-15

042-769-9224

さがみはら都市みらい研究所

042-754-2280

http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shisei/seisaku/1003919.html

surv@city.sagamihara.kanagawa.jp

神奈川県相模原市

千葉　恵子（所長）

中核市への移行を契機に、地方分権時代の自己決定・自己責任に基づく自治体運営をより一層
進めるために、長期的ビジョンに立った、先駆的な都市戦略を推進する組織として設置された。

―

○長期的ビジョンに立った、先駆的な都市戦略の推進
○市民、学識経験者、ＮＰＯ、市職員など多様な英知を結集
○相模原市の地域特性に即した政策研究に取り組む

３　公益法人（財団法人・社団法人）

１　専門的な知識を有した研究員の採用　　
２　外部有識者の活用(１を除く)　     

専門性確保に関する特徴
（複数選択可）

研究所内で行っている。
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http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/seisaku/020088.html


（３）会計

会計規模※人件費・間接費（オフィス賃借料、水道光熱費等）は含まない

2016年度予算 千円
2015年度決算 千円
2014年度決算 千円

順位
1位
2位
3位
4位
順位
1位
2位
3位
4位

３　活動動向

（１）活動実績
調査研究の概要

（研究成果を閲覧できる機関（国会図書館等）やURLがあ
る場合は末尾に記入）

新たな中央区の計画策定に向けた基礎調査及
び中央区民に対する意識調査の最適化に関す
る調査研究報告書

新たな中央区の計画策定に向け、人口動向等
の社会情勢を踏まえた区民意識やニーズに関
する基礎資料の作成及び中央区民に対するア
ンケート等の意識調査における設問や分析方
法の最適化について研究した。
http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/seisa
ku/020088.html

米国のシリコンバレーなどの先進的な取組を
事例にとりあげ、事例から得た知見をもとに、
相模原市が特色ある先端都市（新たな製品や
サービスを創り出す先端企業が集積する都
市）を形成するための施策について検討した。
http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/seisa
ku/020088.html

先端都市の要件～起業塾を設立し第２のシリコ
ンバレーを目指せ～

藤野里山体験ツアーをモデルケースに、津久
井地域に広げて本市の観光の目玉に仕上げ、
市民間の交流促進や地域産業の活性化につ
ながる仕組みづくりについて検討した。
http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/seisa
ku/020088.html

平成23（2011）年相模原市産業連関表

本市の経済構造を総体的に明らかにするとと
もに、経済波及効果分析や他都市との経済比
較、各種政策効果の分析など、市政運営の基
礎的資料として活用することを目的に、平成23
年1年間において、財・サービスが各産業部門
間でどのように生産され、販売されたかを一覧
表にとりまとめた。
http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/seisa
ku/020088.html

収入種別

収入種別

7,854
7,468
5,569

調査研究名
（国の法令により義務づけられている調査で、自治体の政
策の形成や問題の解決のために活用しないものは除く）

自治体の内部組織以外の団
体の場合の事業活動収入の
主な内訳
（多い順に選択）

自治体の内部組織の場合の
事業活動収入の主な内訳
（多い順に選択）

超高齢社会における高齢者の就労に関する調
査研究

「潤水都市さがみはら」にふさわしい観光事業の
推進

本市の高齢者を取り巻く就労の現状や市民意
識の把握を通じて、高齢期の就労に関する課
題抽出及び整理を行った。
http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/seisa
ku/020088.html

1. 設置部局の予算

2016年度に実施した
調査研究
（1件につき1行で記入してく
ださい。）
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定期刊行物

（２）活動のマネジメント状況

４　特記事項

研究員の業務分担

研究員の専門性
育成の手立て

研究員のキャリアパス等

その他

―

４　報告会・アンケート等の機会を設けて、評価を受けている  

２　外部有識者等からの助言・示唆
３　貴団体・組織で、設置市の総合計画等に明記された重要課題から選択　

＜2014年度＞
○相模原市における遊休農地を活用した地域振興に関する調査研究
○相模原市におけるデジタルインフラの高度利用
○終末期医療に対する相模原市民の意識の変遷について
○息を技として使える子どもの育成を目指して

５　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
６　特にそういう機会はない

１　設置市の議員や幹部職員に、報告や提言を行う
２  設置市の関係部署に、報告や提言を行う

３　外部有識者から評価を受けている(２を除く)　

６  その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
７　特に行っていない　
１　設置市の行政評価制度により評価を受けている
２　運営委員会等、貴団体・組織の運営に関わる機関から評価を受けている

過去3年間の研究実績
（成果物ベース）

１　設置市からの要請　

＜2015年度＞
○相模原市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン
○相模原市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン策定に係る基礎調査報告書
○相模原市における遊休農地の活用と市内産農産物の高付加価値化による地域振興に関する
調査研究
○磁力に富む相模原市をつくるオープンデータ推進と連携
○加速する人口減少社会における住宅市場の将来推計
　　－首都圏と相模原エリアの人口・世帯等比較による特徴と課題－

４　貴団体・組織で自ら発案(３を除く)

―

５　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

イ　情報発信
（複数選択可）

ウ　活動の評価とその反映
（複数選択可）

―

―

３　設置市の庁内の広範囲に、成果物を配布する
４  報告会を実施する
５　日常的活動を、ＨＰ・メールマガジン・ニューズレター等で周知する

ア　テーマ決定
（複数選択可）

＜2013年度＞
○中山間地域の現状と将来に関する調査研究
○相模原市の住宅問題に関する調査研究
○相模原市における交通事故多発地点の原因調査と改善策の提案
○地域に密着した「認知症情報センター（仮称）」の設置について
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